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※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、厩舎には訪問せず電話による取材とさせていただいております。

第３９回フェブラリーステークス

おめでとう　美浦所属馬　ＧⅠ　優勝おめでとう　美浦所属馬 ＧⅠ　優勝

カフェファラオ号

鈴来直人 調教助手鈴来直人 調教助手堀 宣行 調教師堀 宣行 調教師

　２月２０日、東京競馬場（１６００ｍ・ダートコース）で行われた、
第３９回フェブラリーステークスにおいて、美浦トレーニング
・センター堀宣行厩舎所属のカフェファラオ号が、ファンの
人気に応える見事な走りを見せ優勝しました。
　ゲートが開くと好スタートを切るカフェファラオ号。序盤
から先頭集団の好位置をキープしレースを進める。終盤に入
り最後の直線、各馬スパート態勢に入る中、カフェファラオ
号もスパートをかける。前を走る２頭を上回る勢いであっと
いう間に先頭に立つと、さらにスピードを上げて差を広げ先
頭でゴールへ飛び込む。パワフルかつスピードあふれる走り
で、フェブラリーステークス連覇を成し遂げました。
　カフェファラオ号の厩務を担当する鈴来直人調教助手は、
「以前と変わらず、普段はおとなしくて、優しい馬です。競
馬場に着いて馬房にいる時、落ち着いてはいるのですが、集
中している感じがひしひしと伝わってきました。レースで勝
てて率直に嬉しいですが、昨年のフェブラリーステークス以
来、馬のコンディションは良いのですがなかなか勝つことが
出来なかったので今回勝ててホッとしました。」と語ってくれ
ました。また、今後について「力のある馬なので、ケガ無く、
競走馬として全うしてほしいです。また、東京競馬場のダー
トコースでしか良い結果が残せていないので、他の場所でも
活躍し、良い結果が出せれば。」とおっしゃられました。今後
のカフェファラオ号のますますの活躍が期待されますね。
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